
2018年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL22418A06）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ドミニカ共
和国 B131 廃棄物処理 個別 新規 2年 ・2018/3 ・2018/4 ・

2019/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

経済企画開発省

2）配属機関名（日本語）

エンリキーリョ湖岸地域 市町村協会

3）任地（ バラオナ県バラオナ市 ） JICA事務所の所在地（ サントドミンゴ特別区 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 4.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は、ドミニカ共和国とハイチ国との国境地域4県に所在する24市・28区が分担金を支払い運営されている協会で、
構成市町村の財政面、行政企画面、地域整備、環境問題、リスクマネジメント、地域全体・農村地域開発、プロジェク
ト立案に対して、研修やセミナーを通じて支援を行う団体である。それら市町村の主な産業は、農業、鉱業、漁業から
なる。年間予算は約290万円。

【要請概要】
1）要請理由・背景

ドミニカ共和国では、全国の市町村にある300以上の最終処分場は、未処理のオープンダンピング式でごみが投棄され
ており、悪臭・環境汚染といった、公衆衛生の悪化を引き起こしている。政府の対策として「Dominicana Limpia(ドミ
ニカーナ・リンピア:きれいなドミニカ)」と呼ばれるクリーン廃棄物管理の国家プロジェクトを推進し、様々な対策を
考案・検討している。JICAの帰国研修員でもある配属先の所長は、日本で学んだ知識を協会所属の市町村に反映したい
という強い意志があり、ボランティアを通じてその取り組みを推進するため、今回の要請が挙げられた。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先の同僚と一緒に以下の活動をします。
1.現行のごみ収集の効率化を図るとともに、各市町村における最終処分場のロケーション・改善へ助言する。
2.市長・区長向けに各種研修の企画・運営の手伝いをする。
3.市民向けの清掃に関する啓発活動の手伝いをする。
4.低コストのごみ処理場建設への助言ができればなおよい。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

イス・机、PC

4）配属先同僚及び活動対象者

協会職員 11名、男性8名、女性3名。20-50代。
同僚 男性(修士号)気候変動専攻

5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：技術的支援が求め
られるため

[参考情報]：

　・上記の経験、または大学(理系)等で廃棄物・環境系講義受講経験

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（18～34℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
インターネット・電気・水道などのインフラサービスは一応あるが、常時安定しているわけではない。
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